
穫OOつ 卿9

合理的選択からの逸脱に影響を及ぼす

行動経済学的諸要因に関する統合的研究

(研究 課題 番 号09610067)

平成9年 度～平成12年度科学研究費補助金(基 盤研究C)

研究成果報告書

平成13年3月

研究代表者 高 橋 雅 治

(旭川医科大学 ・医学部)



平成9年 度～平成12年 度科学研究費補助金(基 盤研究C)研 究成果報告書

はじめに

現代社会においては、年金やインフォーム ド ・コンセン ト等の極めて重大な選択を

迫られる事態が急速に増えてきてお り、複雑な事態における選択行動についての一般

法則の解明が急がれている。 これ と平行 して、行動分析において行われてきた選択行

動の研究と、意思決定に関する認知的研究の統合の可能性が指摘され、各分野におい

て非常に活発な研究が行われている。

それ らの主な研究対象は、合理的選択の問題である。従来の研究から、成人は確率

や平均などの数学的な知識があるにもかかわ らず、必ず しも合理的な選択を行わない

ことを示唆するデータが次第に集まりつつある。そのような知見は、従来の意思決定

研究の様々な前提の再検討を要求するという意味で理論的に重要であるのみならず、

人間の選択行動の諸特性を規定する要因の解明につながる情報の宝庫 として非常に大

きな注目を浴びている。本研究では、人間の選択行動を規定するいくつかの基本的な

要因を合理的選択という視点か ら分析することにより、不確実状況下での選択行動を

規定する心理行動的な諸要因を解明することを目的とする。
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5 研究成果の概要

本研究は、以下の3つ の枠 組みか ら構成 されていた。

A.選 択行動の研究における最近の展開に関する文献的研究

B.実 験場面における人間の選択行動に影響を及ぼす手続き的諸要因の解明

C.合 理的選択からの逸脱に影響を及ぼす行動経済学的要因に関する統合的研究

まず、Aの 研究 にお いて、選択行 動研 究 における最近の動向が概観 され、選択行

動を規定する諸要因に関する過去研究が整理された。

次に、Bの 研 究 にお いて、聴覚 的注意 集中を分析するための手法が開発 され、そ

の手法を用いて聴覚的注意集中場面における人間の選択行動(注 意配 分行動)が 実

験 的 に分析 された。そ の結果 、そのような注意集中場面 においては、合理的な選択

からの逸脱が見 られることが実験的に示された。

さらに、Cの 研 究で は、得点 を獲得 す る課 題における人間の選択行動が実験的に

分析され、被験者が確率や平均などの数学的な知識を利用する場面であっても、必ず

しも合理的な選択を行わないことをが示された。そこで、そのような合理的選択か ら

の逸脱を規定する行動経済学的な諸要因に関する統合的な分析が試みられた。以下で

はこれらの成果を報告する。
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